
※政策形成過程を公表する趣旨から、非公開とした会議項目のうち、会議後に方針等が公表さ

れたものは、議論の過程の一部についても記載しています。 

 

教第 28号議案 神戸市立学校園の校長、園長、教員及び実習助手の採用及

び昇任の選考に関する規則の一部を改正する規則について 

 

育児休業代替任期付教員の任用根拠を「地方公共団体の一般職の任用付職員の採用に

関する法律第４条第１項」に統一し、職種名を「任期付教員」と改めることに伴う規則

の改正について審議し、可決した。 

制度改正に当たっては、改正内容について誤解が生じることがないよう、丁寧に周知

を行う必要があるとの意見があった。 

 

 

教第 29号議案 神戸市校区調整審議会への諮問について 

 

北区南五葉１・２丁目を星和台中学校校区とする校区変更案、及び鹿の子台小学校校

区の児童生徒を対象に、希望により指定学校を八多学園へ変更することを認める校区調

整案を神戸市校区調整審議会へ諮問することについて審議し、可決した。 

 

 

教第 30号議案 2026 年度教員採用選考試験結果について 

 

2026 年度教員採用選考試験の実施結果について審議し、可決した。 

 

 

教第 31号議案 職員採用選考試験の実施について 

 

特別支援学校におけるリハビリテーション専門員（実習助手）の採用選考の実施につ

いて審議し、可決した。 

 

 

協議事項７ 不登校支援の取組について 

 

４月に開校した学びの多様化学校「みらいポート」の１学期の様子を確認した上で、

今後の取組について協議した。 

 入学を希望する生徒・保護者のニーズを丁寧に把握し、入学前の面談の中で適切な助

言を行うことが重要であるとの意見があった。 

 

 

令和７年度第９回神戸市教育委員会会議の結果 

 



協議事項 21 兵庫県公立高等学校入学者選抜について 

 

兵庫県公立高等学校の学級数や志願倍率の推移を確認した上で、令和８年度の募集定

員や学級数について協議した。 

市立高等学校の今後の学校運営に当たっては、将来的な生徒数の減少を見据えた上で、

各校で特色ある取組を検討することが重要であるとの意見があった。 

 

 

協議事項 22 小学校における早朝受入れについて 

 

今年度早朝受入れを実施している小学校の実施状況を確認した上で、今後の方向性に

ついて協議した。 

持続的な取組となるよう、地域の方々の協力に加えて、市長部局とも連携を図ること

が重要であるとの意見があった。 


